高 浜さん と はもう ずいぶん 久しく 会わない ような 気 

がする。 丸 ビルの 一階 を ぶらつく 時な ど、 八 階の ホト 

トギス 社 を 尋ねて 一 度 昔話で もして みたい ような 気の 

きょし 

する ことがある。 今度 改造 社から 「虚 子の 人と 芸術」 

について 何 か 書け と言われた について、 その 昔話 をぺ 

ンです る Y J とに する。 

一 一 一 十 余 年 前 のこと である。 熊 本の 高等学校 を 出て 東 

京へ 出て 来る に ついて 色々 の 期待 を もつ ていたう ちで 

も、 一つの 重要な こと は 正 岡 子規 を 訪問す る ことで 

ねぎし うぐいすよ こちょう 

あった。 そうして、 着 京 後 間もなく 根 岸の 鶯 横 町 

というの を 尋ねて 行った。 前 田 邸の 門前 近くで 向う か 



て いたよう な 気 もす るが これ はい つそう 覚束ない。 

子規に、 その 写生画 を 見せて もらって いるう ちに 熟 

柿 を 描いた のがあった。 それに、 虚子 曰く 馬の 肛門の 

よう だ、 という 意味の 言葉が かいてあった。 私が 笑つ 

たら、 子規 は、 いや 本当にそう 思った の だから 面白い 

の だと 云って 虚 子の リマ ー クを 弁護した のであった。 

子規の 葬式の 日、 田 端の 寺の 門前に 立って 会葬者 を 

しょうすい 

見送って いた 人々 の 中に、 ひどく 憔悴した ような 虚 

子の 顔 を 見出した こと も、 思い出す ことの 一 つで ある _ 

い つ しょ 

千駄木 町の 夏 目先 生の 御宅の 文章 会で 度々 ー処に 

なった。 文章の 読み 役 は 多く 虚 子が 勤めた。 少し 松 山 



しめきり 

面白い 昔話が 思い出せる かもしれ ない が、 原稿 X 切と 

いう 日曜日の 朝の しかも 出かけ 前に 書く ので あるから 

遺憾ながら これ だけで ある。 高 浜さん に は 礼 を 失した 

点 も 多かろう と 思う が 昔に 免じて 御 宥恕を 願いたい。 

(昭和 五 年 四月、 改造 社 『現代 日本文学 全集』 月報) 
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